
AIを活用した呼吸器病・消化器病・周産期疾病の早期発見技術の開発（畜産・酪農分野） 

 

牛の小型ルーメンセンサの開発とルーメン疾患の早期検出 

 

技術開発のねらい 

 肉用牛の肥育期間や乳用牛分娩後の泌乳期間に多発する消化器病を早期に検知するため、長期間

安定的にルーメン機能を無線センシングすることができる、経口投与型の小型の多機能ルーメンセンサ

端末の開発を目指しました。ルーメンアシドーシスや鼓脹症に罹患した牛を対象に、開発したルーメンセン

サで捉えたルーメン機能の変動と病態変化の関連についての解析を進めることで、効果的に牛のルーメ

ン疾患を早期検出できる技術の構築が期待されます。 

 

開発成果の特長： 

開発した小型ルーメンセンサを牛に経口投与すると継続的に胃内に留置され、安全に胃内データを無

線送信することができます（写真１）。また、牛の重要な消化器病である亜急性ルーメンアシドーシス

（SARA：ルーメン内の異常発酵）やルーメンアトニー（ルーメン運動障害）を早期に検出することができま

す（図１）。 

 

 
 

 

 

今後の展開方向・見込まれる波及効果等： 

胃内留置型のセンサは、牛の外観からはわかりにくいルーメン内の発酵状態やルーメン収縮運動など

のルーメン機能をリアルタイムで測定することができます。今回開発した技術は、これまで早期発見が難

しい牛の消化器病の早期検出や治療が可能になるほか、食欲や飲水行動などの飼養管理への応用も

期待されます。 
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